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丹波山地

のマンガン鉱床

目下部

吉彦

(京都大学工学部資源工学教室)

まえがき

丹波山地とはその呼称からは範囲を丹波の国に限る

のが妥当であろうがここでは若狭近江山城などの

隣接地域もその範囲内に含めて取扱うことにする.

丹波山地の古生層中には多数のマンガン鉱床が胚胎し

ており今までに開発稼行された鉱床の総数は300近く

に達する.これらの鉱床からは優良なマンガン鉱を産

出したがとくにこの地域からの二酸化マンガン鉱は電

池性能が優れていたために丹波マンガンとして有名に

なりヨｰロッバなどにも輸出されてその名は海外に

まで知られていた.

筆者がマンガン鉱床に親しみはじめた昭和35年頃には

出鉱の大部分が金属マンガンと称せられる炭酸･珪酸マ

ンガン鉱で占められていたが丹波山地の各所で採掘が

行なわれていた.昭和40年代の前半から埋蔵鉱量の枯

渇とともに丹波のマンガン鉱業は次第に衰退し現在で

は僅かに23の鉱床が稼行されているだけで往時の

面影はもはや何処にも見当ら狂い.今後に新鉱床が発

見される可能性も少狂く資源としての価値は失われて

しまったがこれらのマンガン鉱床は非～弱変成古生

層中の層状鉱床であるために研究対象としての価値は

少なくない.

丹波山地のマンガン鉱床についてはすでに吉村豊文に

よる総括的な報告国内鉄鋼原料調査の報告祖どがある

ほか最近では日本地方鉱床誌近畿地方における詳細狂

記載カミある.本稿では主として筆者の知見に基づいて

産状鉱床の母岩鉱床の特徴などについて述べてみた
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丹波地箒の古生層

丹波地帯という名称は松下道(1950)によって提唱さ

れた.普通丹波地帯といえば舞鶴地帯領家地帯お

よび花折断層によって囲まれた地域を指すことが多い.

丹波山地はこの丹波地帯の中央主部を占めている.

丹波地帯古生界の研究は1960年代になって著しく進展

した.これは坂口重雄や丹波地帯研究グルｰプの精力

的な調査に負うところが頗る大きく坂口重雄(1961)

は丹波地帯の古生層を丹波層群と命名した.これまで

に明らかにされた丹波層群の層序･構造はあらまし次の

ようである.

丹波層群は主として泥質岩砂岩チャｰトおよびシ

ャｰルスタイン(塩基性溶岩および火山砕屠岩)などか

らなりシャｰルスタイン中ときには泥質岩中には

石灰岩の小レンズ状岩体カミ合まれている.これらの石

灰岩レンズからは紡錘虫さんごなどの化石が産出する.

これらの化石は二畳紀の前期から中期の範囲のものであ

り合化石層群の地質時代は二畳紀前期から中期にわた

るものと考えられる.合化石層鮮の上位には砂岩の優

勢在地層が発達し下位には泥質岩およびチャｰトから

なる地層が続く.化石による直接的な証拠はないカミ

前者は上部二畳系後者は下部二畳系～上部石炭系と推

測されている.丹波層群を上･中･下部の3累層に区

分した場合下部累層は厚いチャｰト膚と泥質岩中部

累層はシヤｰノレスタインの発達上部累層は砂岩が優勢

なことによってそれぞれ特徴づけられ京北町周山の東

方に見られるシャｰルスタインが中部累層の下限と考え

られている.

地質構造は東西性の軸をもつ榴曲構造が基礎をなして

いる.主要な榴曲構造としては東部では北から八丁

背斜(複背斜)周山向斜(複向斜)保津川背斜桜

井向斜西部では黒井背斜篠山向斜が知られている.

最近若狭南部(名田庄村久坂)や京都西北山地(京

北町細野)などの従来古生層と考えられていたチャｰト

や石灰岩からの三畳紀コノドント産出の報告が相次いで

行なわれ三畳系のか抵り広範囲にわたる分布が予測さ

れるようになってきた.しかし野外における丹波層群

と三畳系との識別は容易ではなく目下のところ両者の

区別はチャｰト校とから抽出されたコノドントのみに頼

らざるを得ぬ状態であるためこれら三畳系の分布カミ地

質図上に明示されるに到るまでには未だ時目を要するよ

うである.

マンガン鉱床

1.マンガン鉱床の分布と規模

鉱床は吉富(シャｰルスタイン中)幸世･豊能(泥

質岩中)などごく少数のものを除いてほとんどが中･下

部累層中のチャｰト層中に胚胎している.とくに下部

累層中に多数の鉱床が存在し第1図に示すように八丁

複背斜部に密集している.

鉱床の規模は一般に小さくその走向延長あるいは傾

斜延長が100mを超えるものはごく僅かで鑓幅も普

通数10cmから数m程度である.しかもその全体

が採掘の対象となり得るような鉱床は極めて少ない･

採掘の対象となる鉱体す祖わち富鉱体カミいくつか連な

って鉱床を形成している場合が多いためにこの富鉱体

を捕捉する技術の巧拙がマンガン鉱山の経営を左右する

要因となる.

富鉱体の形態は大体において偏平な楕円体と考え

られるが現実には榴曲と断層とによって複雑な形態

を呈する場合が少なく住い.楕円の長軸の方向は普

通鉱床の走向方向あるいは傾斜方向とは一致し粗い.

楕円の長軸の方向が鉱床の走向方向に近いか傾斜方

向に近いかは各鉱床によって異なる.この長軸の長さ

が20～30mに達するものは一応大きな鉱床とみなさ

れるが50mを超えるものは僅かしかない.過去の実

績から見ても埋蔵鉱量10,000トン以上の鉱床は僅かであ

る.産出量からみた主要な鉱床としては宝珠福住

向山栗谷三平樫原奥山小屋の谷弥谷玉岩道

奥谷源大谷新大谷中畑百里熊川御宮前主

有谷第二町居別保などが挙げられる.

2.鉱床と母岩との関係

鉱床は層状あるいはレンズ状をなしそのほとんどが

チャｰト層中にあって母岩の層理と整合的に胚胎してい

る.鉱床の上･下盤にはそれぞれ特徴のある岩石カミ伴

われ各鉱床に共通した次のような層序が認められる｡

すなわち上位から下位に向って

縞状チャｰト

泥質岩(かづき)

マンガン鉱床

塊状珪質岩(新盤)

縞状チャｰト

数｡m～数10cm

0.3～3m

1～数m

の順序である.

鉱床は一般に母岩の福山に同調して変形する.榴

曲の結果鉱床カミ折りたたまれて富鉱部カミ形成されたり

下盤の塊状珪質岩が見掛上の上盤になっている場合があ

る.かなり著しい変形を示す一例に宮の町鉱床カミある.�
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3.鉱床上盤の岩石

鉱床に接する上盤の岩石は鉱山現場ではかつぎと呼ば

れ普通は泥質岩であるがときには炭酸塩岩のことが

ある.上盤の泥質岩の衣かには道奥谷生畑などで見

られるように菱マンガン鉱あるいは菱鉄鉱の球穎を含む

ものカミある.炭酸塩岩は苦灰石を主成分鉱物とする灰

色綴密荏苦灰質岩石で九鬼谷および槙谷に見られる.

これと同種の岩石はチャｰトと互層して産出し美山

町東部地域の八丁背斜の中軸部に多数の露頭が認めら

れる.

4.鉱床下盤の岩石

鉱床の下盤には塊状無層理の珪質岩が存在し一般に

はこれを塊状珪岩あるいは塊状チャｰトなどと呼び鉱

第2図深見鉱床産塊状珪質岩クロスニコル48倍チャｰト質角

礫と玉髄質石英写真中央部の菱形は苦灰石の結晶

第3図五岩鉱床産塊状珪質岩クロスニコル23倍チャｰト質尭

礫の周囲には玉髄質石英が認められる

綴箏繊擁エエｰ

第4図道奥谷鉱床産塊状珪質岩ク回スニコル23倍チャｰト質

免礫の部分には炭質物が含まれている

第6図玉岩鉱床産塊状珪質岩クロスニコル23倍黒白珪石とも

称すべき外観を呈する

第5図第二主有谷鉱床産塊状珪質砦クロスニコル23倍角礫部

に放散虫化肩が認められる

第7図兵庫県多紀郡篠山町目鉄畑鉱山産赤白珪石

クロスニコル23陪�
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山現場ではこれを新盤親石などと称して探査の指標と

している.この塊状の珪質岩は潜晶質石英からなるチ

ャｰト質角礫の部分とその間を充填する脈石英質の石英

の部分とから枚ゆ赤白･青白珪石と云われている炉材

珪石(第7図)と類似の組織を示すものが多い.

チャｰト質負礫は一般に暗灰～黒色であるが暗赤

色を呈するものもあり放散虫化石(第5図)や苦灰石

の菱形の結晶(第2図)が認められる場合がある.角礫

の部分に放散虫化石が認められる例は益富寿之助(1940)

によっても報告されている.暗赤色を呈する角礫中に

は赤白珪石と同様に微粒の赤鉄鉱が含まれており黄鉄

鉱が認められることもある.黒色の角礫には炭質物が

含まれている(第4図).

5.マンガン鉱石中の放散虫化宿

わか国の古生層中に胚胎する層状マンガン鉱床の鉱石

中に放散虫化石が認められることは周知の事実である.

丹波山地のマンガン鉱床からも放散虫化石はかなり普

遍的に産出する.放散虫化石は城ヶ谷(第8図)向

山栗谷弥谷玉岩道奥谷生畑(第9図)第二町

居その他の各鉱床産の炭酸マンガン鉱石中に見いだされ

るが化石の大多数は放散虫の外殻だけでその内部は石

英あるいは菱マンガン鉱で充填され内殻が認められる

ものは極めて少ない.珪質炭酸マンガン鉱には潜晶質

石英を主とする部分と微粒の菱マンガン鉱からなる部

分とによる縞状構造を呈するものが多いが潜晶質石英

の部分にしばしば放散虫化石か認められる.

6,マンガン鉱物繕ぷび鉱拐

第五図に示した地域のマンガン鉱床からは次のよう在

マンガン鉱物の産出が知られている.

〔酸化鉱物〕

線マンガン鉱(中畑荒倉員の木遣奥谷生畑第

二町居抵ど)ハウスマン鉱(源大谷新大谷天岩な

ど)ヤコブス鉱18)(平良)ブラウン鉱(天岩第二

町屠など)水㌣ンガン鉱m(目の本)パイロクロア

イド8)(平良)クリプトメレｰン(向山栗谷など)

パイロルｰサイト(槙谷原など)横須賀石18)(平良)

鱗､黙=一､･

嚢,

〔珪酸塩鉱物〕

一難バラ輝石蜘(玉岩地堂など)パイロックスマンガン

石16)(玉岩吉兆)マンガンざくろ石(玉岩大野荏

ど)ヘルバイド)(焼野)テフ日石20(向山栗谷な

ど)アレガニｰ石婁唾)(南山栗谷玉岩)ソノライト

24)(向山栗谷)ヴンガン斧石i3〕(玉岩)カｰボライ

ト26〕(福住)ガノヒル石州(熊畑向山栗谷玉岩)

ヘメント石蜘(天岩

第8図城ケ谷鉱床産珪質炭マン中の放散虫化布単ニコノレ25倍

暗灰彼いし黒色の部分は潜晶質石英と微粒の菱マンガン鉱から

なり白色部は微粒の石英から在る.

第9図生畑鉱床産縞状炭マン中の放散虫化石単ニコル48倍

鉱石中の菱マンガン鉱球頼に含まれている放散虫化石で内殻

の認められるものがある.殻の内部は菱マンガン鉱によって

置換され球窺の周囲も微粒の菱マンガン鉱からなる.

第10図由利山鉱床産縞状珪質炭マン中の放散虫化石単ニコル23倍

白色の円または楕円形カ茎放散虫化石でその内部は微粒の石英

で充填されている.黒ないし灰色は菱マンガン鉱白ないし

灰白色部は潜最質肩英からなる部分である.�
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〔炭酸塩鉱物〕

菱マンガン鉱(普通的に産出)

鉱石は菱マンガン鉱を主成分とする炭酸マンガン鉱

(炭マン)バラ輝石およびテフロ石を主成分とする珪

酸マンガン鉱および各鉱床の露頭部付近に見られる炭マ

ンから変化した二次生の二酸化マンガン鉱などであるが

量的に主位を占めるのは炭マンである.

炭マンにはチョコレｰト鉱･栗色炭マン(緑マンガン

鉱および微粒のハウスマン鉱を含み富鉱部より産出)

灰色炭マン(テフロ石バラ輝石などを伴うことがある)

珪質炭マン(菱マンガン鉱と潜晶質石英とからなる)粗

とがあり縞状構造を呈するものが多い(第11･12図).

また顕微鏡下では菱マンガン鉱球穎による球頼状構造

がしばしば認められる.伊佐口からは径1m汕程度の

菱マンガン鉱球穎の集合した球頼状炭酸マンガン鉱を産

出したことがある(第13･14図).

クリプトメレｰンパイロルｰサイトエンスｰタイ

ト校どの二酸化マンガン鉱物の混合物からなる二酸化マ

ンガン鉱は乾電池用鉱石としてその電池1性能が優れてい

たために価格は炭マンに比べて頗る高くしだがって

天水などによる酸化作用が進んだ鉱床ほど経済的な価値

があったわけである.

丹波山地の苦灰岩

八丁背斜の中軸部に多数見られる苦灰岩は灰ないし暗

灰色で綴密な外観を呈しチャｰト層中にその層理にほ

ぼ整合的に存在している.その走向および傾斜延長は

きわめて短い.厚さ数｡mから10数｡m程度の苦灰岩

がチャｰトと互層して縞状を呈する場合が多いが(15図)

チャｰトが礫状あるいは団塊状を住して苦灰岩中に含ま

れていたり苦灰岩とチャｰトとの境界面が波状を呈す

ることもある.

この種の苦灰岩は顕微鏡下では30～120ミクロンの

苦灰石結晶による糖状組織を示し結晶のほとんどが自

形を呈する(16図).これらの菱面体結晶の間隙は潜晶

第11図第二町尾鉱床産縞状炭マン

白色部は潜晶質石英灰ないし黒色部は菱マンガン鉱からなり後者には微細粉球頼

状構造カミ発達している.

第12図向山栗谷鉱床産縞状珪質炭マン

白色部は主として潜晶質石英から灰ないし黒色部

は菱マンガン鉱からなる.

第13図伊佐口鉱床産いぼまん

球頼状構造を示す炭酸マンガン鉱で現場では

いぼまんと呼ばれた.写真に示した実物のサ

イズは約3.5x3.5㎝である.

第14図伊佐口鉱床産いぼまん中の菱マンガン鉱球頼

ク1コスニコル23倍�



第15図京都府北桑囲郡美山町又林における苦灰岩露頭

質あるいは微細粒の石英や泥質物によって埋められてい

る.鏡下で明瞭に識別されるのは苦灰石石英および

方解石である.石英は細脈および苦灰石結晶間の間隙

をみたす潜晶質ないし微細粒石英として存在し方解石

は一般に細脈として含まれている場合が多い.苦灰岩

中のMgO含有量は約15%ないしはそれ以下である.

苦灰岩試料を塩酸処理して炭酸塩鉱物を除去した残澁

からX線粉末回折法によって石英長石およびイライト

カオリナイトクロライトなどの粘土鉱物が検出される.

酸不溶解残澁の量は試料によって多少異たるがおよそ

30%程度である.

苦灰岩と互層するチャｰト中には鏡下で多数の苦灰石

菱面体結晶および放散虫化石が認められる.

丹波山地の苦灰岩と同種のものは岐阜県山県郡北山地

区や奈良県吉野郡川上村地内でも見られる.平開茂留

(1958)によって報告された高知県下の合ドロマイト珪

岩もこれらと類似のものであろう.
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第16図美山町又林産苦灰岩クロスニコル約63倍

苦灰石結晶による糖状組織を示す

これらの苦灰岩とドロマイト鉱石との化学組成におけ

る相違の一例を17図に示す.!7図は丹波山地の苦灰岩

岐阜県北山地区の苦灰岩およびドロマイト鉱石にっいて

それらの主成分鉱物である苦灰石中のMnとFeの含有

量の関係を示したものである.

北山地区のドロマイト鉱石は舟休山(石灰岩)層中の

ものであり苦灰岩は河田茂磨(1960･!966)の見解

に従えば舟休山層と同時異相であるとこちの万所･神

崎両層のチャｰト属中にチャｰトと互層して産するもの

である岨

ま
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篤17図苦灰石中のMn“e含有量関係闘

○欝:チャｰト中の苦灰岩白丸は丹波山地産黒丸は岐阜県{県郡

北山

1は横谷鉱床産2は九鬼谷鉱床産

十:石灰岩層中のドロマイト鉱石

3は大分県大白谷産4および5は伊吹山彦他は北山地区産

のものである

丹波山地の苦灰岩試料ではM･ユ1.3～0.1晩20試

料の平均は0,419%､Fe5.7～().4晩2(〕試料の平均

は2,086%である.マンガン鉱床上盤の苦灰岩試料

では九鬼谷Mn1.7%Fe1.0%.複谷Mパ1.9%

Fe3.0%でMnの含有量が著しく多い｡

北山地区の苦灰岩試料ではMn0.42～0,029%12

試料の平均は0.15%.Fe1.3～0,088形12試料の平

均は0,694劣である.

一方ドロマイト鉱石の場合はMn0.08～0.0006%

13試料の平均は0,023%出Fe0.41～0,014%13試料

の平均は0,071%である.

以上のようにチャｰトと互層する苦灰岩と石灰岩層中

のドロマイトσ)間にはM瓜Feの含有量にかなり顕著

な相違が認められ多数のマンガン鉱床が存在する丹波

山地からの苦灰岩試料が他に比較して高い値を示してい

る.

結び

丹波層群中のマンガン鉱床はそのほとんどがチャｰト

層中にあって母岩の層理と整合的に胚胎しとくに下

部累層中に集中的に存在している.鉱床の上･下盤に�



はそれぞれ特徴のある岩石が存在し鉱床付近には各鉱

床に共通した層序が認められる.量的に主位を占める

炭マンには縞状構造を呈するものが多くまた菱マンガ

ン鉱の球穎によって示される球穎構造もしばしば見い

だされる.炭マンの縞状構造は鉱床の母岩であるチャ

ｰトの層理に調和的である場合が多い.炭マン中には

放散虫化石が認められる.これらの化石の大部分は石

英あるいは菱マンガン鉱によって置換されているカミか

なり普遍的に見いだされる.以上のように丹波層群中

のマンガン鉱床は同生鉱床としての特徴をよく示して

レ､る.

丹波地帯の東部および南部には花開岩類の貫入岩体が

見られるがこれらの酸性岩類の活動は鉱床に各種のマ

ンガン珪酸塩鉱物を生ぜしめ鉱物組成の変化と複雑化

をもたらした.

わが国の古期岩層中の層状マンガン鉱床は同生説の立

場からは海底噴気堆積型鉱床と考えられている.

古生代末に秩父地向斜の海底に噴出した玄武岩質溶岩

および火山砕層岩(シャｰルスタイン)に伴う鉱床とし

ては鳥羽(三重県)竜神(和歌山県)非主･穴内(高

知県)鶴巻(岐阜県)などの大型鉱床が知られている

が丹波地帯ではシャｰルスタインに伴う鉱床としては

見るべきものカミなくしかも大多数の鉱床はそれ以下の

層準に胚胎している.

同生説を支持する一人として層状マンガン鉱床の成

因をいっそう具体的にする必要を感じてはいるものの

それにはまだ明確でない点も多く容易なことではない.

丹波地帯の鉱床については問題点の一つは鉱床下盤の

塊状珪質岩にあると思う.これらにはシャｰルスタイ

ンを下盤として発達する炉材珪石と類似の組織を示すも

のが多いために炉材珪石に関する研究の成果は頗る重

要である.岩生周一(1962･1976)は炉材珪石中のチ

ャｰト質角礫はコロイド状含鉄シリカの脱水に伴う収縮

亀裂によって生じたと説明している.一方堀井正雄

(1976)は若狭珪石鉱床の研究から角礫化の原因は

SAwKINsのいうChemica1Bre㏄iation〔コンクリｰトの

膨張破壊の原因と恋るCement-agaregatereaCtionをヒントに

SAwKINsが提唱した化学的角礫生成機構.詳細は文献17)ま

たは3)を参照されたい〕によって説明可能と述べている.

いずれにしても今後に検討されるべき重要な問題であり

それがマンガン鉱床成因論の発展に大きな役割を果すこ

とは間違いない.

経済的価値は失っても研究の対象としてはまだまだ

値打の尽きない丹波のマンガン鉱床である.
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